
■川口中学校区 B-２ 【理想の暮らしとありたい姿】

出産できる
病院が少ない
→産院を増やす

【親が働く子ど
も】どこにでも
子ども達が集
まって交流でき
る場所がある

子どもへ
かけるお金を
惜しまない

子育て支援
子どもに対する

支援

働き口など
(地元で
住むため)

子ども達の学習
環境の整備
（特化した
学校等）

【子ども】
安全に遊べる
場所がある

小中学生が希望
を持てる将来の
仕事の情報を
提供している

給食費を無償に
するなど子育て
しやすい施策

一人っ子が幸福
になるための
教育環境づくり
→自己肯定感を
高められる学校

地元で働け、生活
し、子を育て住み
続けられる街。八
王子で育った子が
地元に戻ってきた
いと思えること

人口減少に歯止
めをかけるため
子育て世代への

投資

産む前も
産んだ後も
安心できる

子育てのために
選ばれる環境

子どもの居場所

【出産を控える
お母さん】

保育所に入所で
きるか心配せず
出産できる

子育てできる世
代に支援を。
安心して産める
環境をつくる

医療・買い物
交通手段

インフラ

交通

医療や買い物を安
心して行える地域
（車が運転できなく
ても交通機関が利用
できれば。不便だと
高齢になってから
引っ越しの必要性)

【高齢者】
車の免許を
返納しても、
安く移動

できれば助かる

スーパーが
川口中部地区に

あれば

移動手段の確保

モノレールがあ
れば渋滞の緩和
バスの後に
車の列が続く

【足が痛い高齢者】

買い物を代行
してくれる人が
地域にいる

後期高齢者が
多くなるので
医療施設の充実

【高齢者】
はちバスがもっ
と整備され、高
齢者が気軽に町
に出かけられる

【高齢者】
移動スーパー
（車で販売）が
家の近くまで
来てくれる

【通勤する人】
道路が整備され
渋滞が少ない
道路になる

助け合い 高齢者の手助け
をできる若者が

必要

ゆったりとした
住環境とコミュ
ニティの場

地域で
助け合って
暮らせる

子どもから大人
までが使える
何でも相談室が
あるといいい！

やってもらいたい人
やってあげられる人

との交流の場所
があるといいい

近所でのつなが
りがあると

みんなの安全に
つながる

許される範囲の
おせっかい

プライバシーや
個人情報が問題

おせっかいが
できる地域

子どもを地域で
見守り

人のつき合い
・

プライバシー
新しい人を呼ぶための良さへ！

子どもの生の声を聞く

小・中から
地元愛を
育てる

第１回 八王子市のみんなの未来を考えるワークショップ

助け合いが起点となり解決することは多い。インフラが不足していても
助け合いが補えるかもしれない。子育てもしやすくなるかもしれない。

子どもや若者が何を求めているのか知る
ことから、必要なことが見えてくるのでは。

施設の充実 災害対策

繁華街・住宅地・里山
での暮らしなど、それ
ぞれのバランスが取れ、
暮らす場所を安心して

選べる八王子

浅川や川口川で
幼児から高齢者
までが遊んだり
散歩などできる

山が整備され
野花や木々を見
ながら散策が自
由にできる

学校の整備
６権益の中の
中学校区を中心
にした拠点整備

自然を
整備しつつ
楽しめる

公園・施設
の充実

高齢者の方が
孤独にならず、
災害に巻き込ま
れないような
体制づくり

仕事以外の時間
で仲間がつくれ
るような仕組み
や場所がある

豊かな
自然の中での

暮らし

里山を含め
山林を整備し
緑豊かな
環境の創出

【後期高齢
者】茶飲み
友達が集ま
る施設

自然豊かな場所に
宿泊施設があり、
会議・遊び・ス
ポーツ・プール等
があり、気軽に利

用できる

【学生】
買い物や食事

レジャーやスポーツ
が手軽にできる施設
があれば市外の友人
とも集まりやい

【学生】
図書館などの施設
に気軽に勉強に使
える個室があれば

利用したい

【高・大学生】
八王子の様々な職
種の方との交流や
体験ができる場
➡視野を広く１次産
業なども体験できる

【後期高齢者】
持ち込み自由の
カラオケボック
ス。１人カラオ
ケを楽しむ場所

子どもが自由に
サッカー野球等
ができる公園が
どこにでもある

施設・公園
の整備

キーワード
・おせっかいのできる地域
→許される範囲で「おせっかい」をし合い、近所で助け合って暮らせ

る。やってあげたい人、やってもらいたい人がつながる場がある。

・地元愛をはぐくむ
→子どもたちが地元愛を深めることができるような教育をする。同

時に、将来を担う子どもたちのための環境づくりを進める。

・子どもや若者の声を聞くことで地域の魅力を高める
→子育てのしやすい環境・施設の整備を通じて、地域の魅力を高め

ることで、人口流入や定着が期待できる。その際、子どもや若者

たちのリアルな声に耳を傾けていくことが大事。


